
オモダカによく似ているが走出枝をつくらず、秋に葉柄の基部の内側に多数の小さい球芽をつける。矢じ
り形の葉身はオモダカより細長いものが多いが、下の2つの裂片は上の裂片より短く、先はとがらない。

2010年版では確認記録の増加に合わせてBランクから

Cランクに変更したが、生育地が急速に減少しているた

め、2020年版ではCランクからAランクに変更した。

生育地である湿原や休耕田の保全が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

阪神、東播磨、但馬、丹波

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

オモダカ科

兵庫県ランク…アギナシ
環境省ランク… NTSagittaria  aginashi  Makino


